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　（最初に，日本工作機械工業会作成の DVD 

を視聴）

１．工作機械産業の特徴

　戦後の工作機械産業は主に自動車産業ととも

に発展し，現在では約３割が自動車産業で使わ

れている。もちろん，電気機械，精密機械，一

般機械（金型含む）でも用いられているが，そ

の最終用途は自動車に行き着くものもあり，こ

れらを加えると，約半分が自動車関連で用いら

れていると推定される。

　工作機械とは，旋盤，ボール盤，フライス盤

などに代表される。金属材料を工具で切削し，

所要の形状に加工することを目的としており，

ここでは日本の工業分類に従い，「切削型工作

機械」を工作機械と呼んでいる（ただし，国に

より基準が異なり，成形機械を含む国も多数あ

る）。別名「マザーマンシン」，モノづくり産業

のなかで基盤産業であり，工作機械と金型が

「要」の産業である。工作機械と工具，金型，

ソフトウェア，素材の開発が螺旋状に絡み合い

ながら発展を続けてきた。経済学の分類では，

しばしば生産財と間違われるが資本財である。

　日本は１９８２年以来，工作機械生産額のトップ

に立ってきた。時代を遡ると日本の工作機械産

業は，戦前には，工作機械技術，加工技術が欧

米より大幅に遅れており，米国のビッグ３が関

東大震災後に横浜や大阪へ工場進出し，日本企

業が部品加工の指導を受ける等，大きな影響を

受けた。その後，ビッグ３は軍部の圧力で米国

へ引き上げるものの，米国人技術者が日本に帰

化する例もあり，着々として基盤が築かれた。

　戦後は日本の優秀なユーザーの厳しい要求の

もとで発展をみた。NC 工作機械は１９５２年に米

国 MIT で航空機部品加工に向けた軍事用に開

発された。日本はその技術に注目し，民需向け

に開発し，大量生産に入った。NC 工作機械の

担い手は，当初は富士通，その後，ファナック

として独立した。１９８０半ば以降には日米，日欧

摩擦の象徴となるほど，輸出を通じて日本が世

界をリードしている。現状では，日独の技術格

差はほぼ同等であるが，複雑形状の部品加工に

向いている５軸マシニングセンタに関しては，

ドイツが少しリードしているといえるかもしれ

ない。

　大量破壊兵器の開発に繋がる技術として，冷

戦期に工作機械はココム規制の対象となった。

日本政府は，運用面で厳しいココム規制をとっ

てきた。また移設感知装置（移設すると，メー

カーが処置しないと動かなくなる）を義務づけ

るなど，工作機械の輸出に厳しい制限を設けて

きた。ココム体制終了後のワッセナーアレンジ

メント体制下の現在でも自由に輸出できるのは，

ホワイト国（同盟国）としてアジアでは韓国だ

けである。

　工作機械は経験工学から発展してきたように，

ノウハウが重要な産業である。そのため高度な

人材育成が常に重要な課題となるが，団塊世代

が定年退職で現場から抜けることにより，人材

育成面の問題が表面化している。日本工作機械

工業会の調査では，技能伝承のため高齢者雇用

推進の提言をまとめ，「生きがい」をもった業務

内容と処遇を考慮した勤務形態が重要な課題で

あるとしている。

２．世界の工作機械市場

　American Machinist, Gardner Publications 

Inc. のデータ，２０１３年の世界の工作機械（切削

型）生産国ランキング（２７ヵ国）によると，第

１位は中国（３１％），と一歩抜け出し，以下第２

「モノづくりを支える工作機械の動向―生産，市場，技術」
　 

広田　紘一　氏
（千葉経済大学）
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位はドイツ（２２％），第３位は日本（２２％）と拮

抗している（図表１０）。日本は１９８２～２００８年ま

で，２７年間連続で世界第１位の生産国であった。

以下，韓国，台湾，米国（１９８１年まで長期間世

界一），イタリア，スイス，スペイン，英国と続

く。中国，日本，韓国，台湾の東アジア地域の

世界シェアは６８％であり，年々上昇傾向にある。

　また「工作機械の設備投資は経済の先行指

標」であり，常に注目されている。ただ，バブ

ル崩壊後，日本企業は設備投資に慎重，また自

信を失っているのか，時として「遅行指標」に

もなりうる。

３．日本の工作機械の現地生産

　日本の工作機械メーカーは１９７０年から海外現

地生産を本格化し，従来は米国での現地生産が

最多であったが，近年は中国をはじめとするア

ジア諸国での現地生産が進んでいる。ビッグ３

は，ヤマザキマザック，DMG 森精機，オークマ

であり，いずれも中国に進出している（図表１１）。

ただし，この場合にも，日本政府の規制が存在

しており，各企業が現地生産を計画していた工

作機械が認可されるとは限らない。一方，中国

の工作機械メーカーにはドイツの高精度機が

入っているが，ドイツ政府はそれを認可してい

る様子がうかがえる。

　なお，工作機械の国際的な位置づけは次のよ

うになる。宇宙，航空，医療関係などの高級機

（高機能・高価格製品）は日欧米メーカー，自

動車，電機精密部品加工などの中級機・中価格

製品は日本メーカー，一般部品加工の低級機・

低価格製品は韓国，台湾，中国メーカーに分類

できる。また中国メーカーでも，瀋陽機床は韓

国，台湾メーカーに接近した水準といえる。

図表１０　世界の工作機械生産額と貿易額

（注）生産額の原資料は，切削と成形を百分率で表示しているため日工会が換算して推計した。積算する
と合計と異なるが，原資料通りとした。

（出所）日本工作機械工業会『日本の工作機械２０１４』２０１４年７月（情勢分析研究会での配布資料より）。
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図表１１　（一社）日本工作機械工業会会員の中国における現地生産状況

（出所）日本工作機械工業会『日本の工作機械２０１４』２０１４年７月（情勢分析研究会での配布資料より）。
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４．中国の工作機械産業

　中国の工作機械は１８６０年代に兵器工場の設備

として国産化が始まった。中華人民共和国成立

後は，旧ソ連の援助のもとに１８工場が建設され

た（瀋陽３工場，北京２工場，済南２工場，チ

チハル２工場，上海，南京，重慶，天津，大連，

武漢，無錫，長沙，昆明）。旧ソ連の援助を受け

たため，いずれも似たような工場となっている。

　２０１０年末の工作機械メーカー数は６３６７社と

なっているが，これは刃物，部品メーカーなど

の関連企業をすべて含んだ数字である。また中

国の工作機械工業会の統計には外資が入ってお

らず，中国の生産高はもっと多いとみてよい。

　瀋陽機床や大連機床のように，１社で日本の

総生産数に相当する工作機械を生産している

メーカーもあるが，いずれも韓国や台湾から重

図表１２　世界の工作機械メーカーの売上高上位２０社の変遷

（出所）日本工作機械工業会『工作機械ビジョン２０２０―わが国工作機械産業の展望と課題』２０１２年５月（情
勢分析研究会での配布資料より）。

要部品を購入し，組立を行っているメーカーで

ある（図表１２）。また　中国の工作機械メー

カーのなかには，瀋陽機床のように良い製品を

出す企業もでてきたが，もともと鋳物に問題が

あるメーカーが多かった。鋳物の出来・不出来

が影響するのは，第１に，宇宙・航空産業であ

るが，その次が工作機械（振動の吸収）と船舶

（亀裂防止）である。鋳物は素材である鋳鉄の

質と温度管理がうまくできないと，鋳物加工時

や機械寿命に致命的な影響がでてくる。

　中国政府は工作機械の一層の国産化を進めて

おり，有力メーカーや大学（NC 装置）に研究

開発予算を付けるなどの育成に努めている。瀋

陽機床のように，かなり手厚い政府の支援があ

ることをうかがわせる。また外国からの技術導

入，合弁・提携にも熱心である。
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５．中国の工作機械生産

　中国の工作機械の生産台数統計を中国統計月

報からみると，２０１４年に NC 工作機械の比率が

はじめて３０％台に達した（図表１３）。また単価

からみて，日本の NC 機の分類に入らないもの

も NC 機に分類されている可能性もある。

図表１３　中国の切削型工作機械の生産台数（月当たり）

（出所）CEMAC（中国統計月報）の原系列資料から作成（情勢分析研究会での配布資料より）

　また上記統計については，各月が累計及び年

合計と一致しない箇所が多数ある。中国統計年

鑑と一致する年もあれば，不一致の年もあり，

統計の信頼性にはやや難がある。また毎月の

データは，日本の経済産業省の機械統計月報の

ように，必ずしも確定値として公表されてはい

ないようである。さらに，外資系メーカーは統

計対象から除外されているものと推定される。

５段階評価で日本の技術レベルを中央値の３．０

とした場合，欧州３．１，米国２．６，韓国２．２，台湾

２．２，中国１．９という評価が下されている。ちな

みに，２＝日本よりもやや遅れている（１０年以

内に追いつかれる），１＝日本よりも遅れてい

る（１０年経っても追いつかれない）という評価

基準である（図表１４）。

６．中国の技術水準

　他の産業と同様に，工作機械でも社内の技術

伝播には問題がある。技術者は自らの技術に基

づき，ジョブ・ホッピングを続けたり，独立し

たりすることが多く，米国と似たところがある。

日本工作機械工業会のアンケート調査によると，
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７．瀋陽機床の事例

　売上高の９５％が国内向けであるが，今後は海

外販売を３０％に引き上げる意向である。工作機

械の部品を韓国，台湾メーカーから導入し，組

み立てていれば売れた時代は過ぎ去ったと認識

されているようである。販売先は，一般産業が

３分の１，自動車が２８％，教育分野が１０％と

なっている。教育分野というのは，主に工業系

の大学や職業訓練校を指す。新たな戦略のフ

ラッグシップ機が新型 CNC「i5」であるが，そ

の開発には５年間で２００億元が投じられており，

政府の強力な支援がうかがえる。「既存設備や

既存の人員の最適化より先に，次のステップに

進もうとする前のめりの力こそが瀋陽機床の本

質である」（八角秀「中国瀋陽机床集団：国際

メーカーへと脱皮」『月刊生産財マーケティン

グ』２０１４年１２月）との認識が示された。

【Ｑ＆Ａ】

Ｑ１：韓国以外に輸出はできないのか？

Ａ１：同盟国・ホワイト国にしか輸出は認めら

れない。アジアでは日本と韓国がこれに該当す

る。中国へは安全保障貿易の工作機械関連分野

の法令に従い，一定以上の精度，納入先の制限

業種など最先端の工作機械を輸出できない。

Ｑ２：民営企業は量的に拡大しており，生産高

においては国有企業を上回る。民営企業の国有

企業に対する優位性は？　

Ａ２：瀋陽機床は３社が合併して巨大メーカー

になったが，形式的には民営企業に変身した。

一般論だが中国では政府関連が株式の多くを掌

握しており，実質的に国有企業というケースが

多い。なお，三一重工のように大手建機メー

カーが工作機械に参入してきた事例もあり，民

間の増加トレンド動きも見逃せない。

Ｑ３：3D プリンターの影響は？

Ａ３：いまのところ 3D プリンターは樹脂など

の積層加工に時間がかかり，大量生産はできな

い。あくまで個人や小規模企業が一品もの，試

作品，最先端では人工臓器のように個別対応が

図表１４　日本・アメリカ・ヨーロッパ・アジアの工作機械技術レベルの比較アンケート集計結果

（出所）日本工作機械工業会『工作機械ビジョン２０２０―わが国工作機械産業の展望と課題』２０１２年５月（情
勢分析研究会での配布資料より）。
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必要なケースでは有用であろう。大量生産でコ

ストを安くとなれば，例えば一車種の自動車の

金型製作には約１００億円を要するとのことでも

あり，全体を考えたら比較にならない。

Ｑ４：日本企業の中国進出の戦略は？

Ａ４：日本メーカーは，上はドイツと，下は韓

国，台湾と，どのレベルでもぶつかる。しかも

工作機械は為替レートの影響をかなり受ける。

結局，あえて日本製を求める非価格要素が決め

手となる。高性能，長期間使用しても故障しな

い，手厚いアフターサービスなどが，まずこれ

に含まれる。また日本メーカーの特徴のひとつ

として，イージーセットアップ（納入から早期

の稼働立ち上げ）があげられる。これにより早

期に売上や利益の増加が期待でき，機械の購入

価格は高くても差額は回収ができ日系メーカー

に有利となろう。またアフターサービスでも，

日本製は精確に生産されているため，たとえば，

真円の部品がきっちり入る。所定の箇所に入れ

るために，新たに部品を削るといった手間も省

ける。さらに，さまざまな不要な機能を除けば，

価格はさらに下げることが可能である。地産地

消のアジア・マシンもひとつの考え方であろう。

また，中国で途中まで生産して，最終製品は日

本で垂直分業するのも１つの戦略であろう。

（講演整理　大橋英夫　専修大学）
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